
お
わ
り
に

　

本
書
は
こ
こ
十
年
程
の
間
に
学
会
誌
や
紀
要
等
に
発
表
し
た
論
文
を
纏
め
た
学
位
論
文
『
実
在
と
現
実
』（
二
〇
〇

四
年
三
月
、
関
西
大
学
）
に
最
近
発
表
し
た
論
文
を
加
え
、
大
幅
に
書
き
改
め
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
も
と
が
単

独
に
書
か
れ
た
論
文
で
あ
る
た
め
、
同
じ
論
点
、
同
じ
叙
述
が
各
章
で
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
に
も
な
っ
た
が
、
前
後
の

文
脈
か
ら
そ
の
ま
ま
残
し
て
い
る
箇
所
が
多
い
。
ま
た
、
本
書
で
は
「
リ
ア
リ
テ
ィ
の
消
尽
点
へ
向
け
て
」
と
い
う
副

題
を
加
え
て
全
体
の
統
一
性
と
方
向
性
を
出
そ
う
と
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
意
図
が
う
ま
く
い
っ
た
か
ど
う
か
甚
だ

心
許
な
い
。
と
く
に
最
終
章
「
現
実
の
象
り
」
は
構
想
の
提
示
に
留
ま
り
詳
細
な
検
討
は
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。

ご
批
判
頂
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
次
第
で
各
章
の
元
と
な
っ
て
い
る
論
文
は
章
に
よ
っ
て
原
型
を
留
め
て
い
な
い
も
の
も
あ
る
が
、
そ
れ

を
記
し
て
論
文
掲
載
の
各
機
関
に
は
感
謝
し
た
い
。

　

第
一
章　

実
在
す
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か

・「
実
在
す
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
」『
哲
学
は
何
を
問
う
べ
き
か
』
竹
市
・
小
浜
編
、
晃
洋
書
房
、
二
〇
〇
五
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年
近
刊
。

　

第
二
章　

夢
と
現
の
狭
間

・「
実
在
性
と
物
自
体　

―　
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
」『
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
研
究
』
第
二
号
、
日
本

シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
協
会
、
一
九
九
五
年
。

・「
夢
と
現
の
世
界　

―　
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
に
お
け
る
実
在
性
概
念 
（
上
）」『
文
學
論
集
』
第
四
五
巻
第

四
号
、
関
西
大
学
文
学
部
紀
要
、
一
九
九
六
年
三
月
、
二
一
―

三
四
頁
。

・「
夢
と
現
の
世
界　

―　
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
に
お
け
る
実
在
性
概
念 
（
下
）」『
文
學
論
集
』
第
四
六
巻
第

二
号
、
関
西
大
学
文
学
部
紀
要
、
一
九
九
六
年
一
〇
月
、
二
三
―

三
七
頁
。

　

第
三
章　
「
実
在
性
の
問
題
」
に
つ
い
て

・「『
実
在
性
の
問
題
』
に
つ
い
て
」『
文
學
論
集
』
第
四
二
巻
第
三
号
、
関
西
大
学
文
学
部
紀
要
、 
一
九
九
三
年

二
月
、
一
―

三
四
頁
。

　

第
四
章　

実
在
性
と
存
在
一
般

・「
ハ
イ
デ
ガ
ー
に
お
け
る
〈
存
在
一
般
な
る
も
の
〉
へ
の
希
求 

― 
存
在
の
統
一
性
と
区
分 
」『
文
學
論
集
』

第
四
〇
巻
第
四
号
、
関
西
大
学
文
学
部
紀
要
、
一
九
九
一
年
三
月
、
一
―

三
一
頁
。

　

第
五
章　

実
在
性　

―　
物
質
性
と
作
用
性

・「
意
識
の
事
実
と
外
界
の
実
在
性
」『
デ
ィ
ル
タ
イ
研
究
』
第
九
号
、
日
本
デ
ィ
ル
タ
イ
協
会
、
一
九
九
七
年
三

月
、
一
五
―

三
二
頁
。

　

第
六
章　

実
在
か
ら
現
実
へ
向
け
て
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・「
デ
ィ
ル
タ
イ
と
ハ
イ
デ
ガ
ー
」『
デ
ィ
ル
タ
イ
と
現
代
』
法
政
大
学
出
版
局
、
二
〇
〇
一
年
三
月
、
二
九
六
―

三
〇
四
頁
。

・「
デ
ィ
ル
タ
イ
の
認
識
論
に
つ
い
て
」『
デ
ィ
ル
タ
イ
研
究
』
第
一
四
号
、
日
本
デ
ィ
ル
タ
イ
協
会
、
二
〇
〇
三

年
一
一
月
、
一
一
六
―

一
二
三
頁
。

　

第
七
章　

実
在
と
現
実

・「
現
実
性
（W

irklichkeit
 
           
）
に
つ
い
て　

―　
ハ
イ
デ
ガ
ー
と
デ
ィ
ル
タ
イ
」『
ア
ル
ケ
ー
』
二
〇
〇
二
年
、

関
西
哲
学
会
、
二
〇
〇
二
年
八
月
、
一
―

一
五
頁
。

　

第
八
章　

現
実
の
象
り

・「
夢
と
現
の
世
界　

―　
デ
カ
ル
ト
、
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
、
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
」『
文
學
論
集
』

第
四
七
巻
第
三
・
四
号
、
関
西
大
学
文
学
部
紀
要
、
一
九
九
八
年
三
月
、
六
一
―

八
六
頁
。

・「
バ
ー
チ
ャ
リ
テ
ィ
と
リ
ア
リ
テ
ィ
」『
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
研
究
』
第
四
号
、
日
本
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー

協
会
、
一
九
九
九
年
一
一
月
、
一
二
七
―

一
三
二
頁
。

　

本
書
は
「
関
西
大
学
研
究
成
果
出
版
補
助
金
規
程
」
に
よ
り
補
助
金
の
交
付
を
受
け
て
出
版
に
い
た
っ
た
。
心
底
よ

り
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。
そ
し
て
出
版
に
い
た
る
ま
で
出
版
部
出
版
課
の
方
々
に
は
多
々
お
世
話
に
な
っ
た
。
記
し

て
お
礼
の
言
葉
と
し
た
い
。

　
　

二
〇
〇
五
年
三
月

 

著　

者　
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１．ディルタイ  精神科学の基礎づけの構想

　ドイツ語版ディルタイ全集の目次に基づいて、各年代で構想された精神科
学の基礎づけの部・章・節（Buch, Abschnitt, Kapitel）の表題を収録してい
る。ただし、公刊された『精神科学序説』に関しては序文から収録している。
　節に関しては、本書本文で触れるなど、重要なものに限ってその表題まで
収め、他は節番号のみとしている。

１）ca.1880―1890; Ausarbeitungen zum zweiten Band der Einleitung in die 
Geisteswissenschaften. Viertes bis sechstes Buch (GS19, S.57―295)

Viertes Buch: Grundlegung der Erkenntnis
　1. Abschnitt: Die Tatsachen der Bewußtseins (Breslauer Ausarbeitung)
　　1. Kapitel: Der Satz der Phänomenalität
　　2. Kapitel: Der Zusammenhang, in welchem Wahrnehmung etc., Begriffe 

auftreten und stehen, ist ein psychologischer, d.h. er ist in der Totalität 
des Seelenlebens enthalten

　　3. Kapitel: Alle Wissenschft ist Erfahrungswissenschaft; auch die Krite-
rien, welche über Erfahrung entscheiden, besitzen ihre Evidenz selber 
nur als ein inneres Erfahrnis

　　4. Kapitel: Die Tatsachen des Bewußtseins sind nicht Phänomene. Ob sie 
Folgen sind, ist gleichgültig dafür, daß sie im Bewußt sein Realität 
haben

　　5. ～12. Kapitel
　2. Abschnitt: Die Wahrnehmung der Außenwelt
　　1. Die Wahrnehmung und ihr Korrelat: die Wirklichkeit. Introductio
　　2. Der Satz der Phänomenalität und Außenwelt
　　3. Die Erfahrung von Selbst und Außenwelt
　　4. Das Selbstwebußtsein und das Bewußtsein von äußeren Objekten
　　5. Die räumliche Anordnung und ihre Gesetzgebung als Zeichen von 

Tatsachen der Außenwelt
　　6. Die Sinneswahrnehmung und der Raum
　3. Abschnitt:　Die innere Wahrnehmung und die Erfahrungen von see-

lischem Leben
　　1. ～ 5.
　　6. Die Verbindung der äußeren und der inneren Wahrnehmung in dem 

Anerkennen und Verstehen anderer Personen
Fünftes Buch: Das Denken, seine Gesetze und seine Formen. Die Beziehung 
derselben zur Wirklichkeit

　1. Abschnitt: Das Denken und seine Analyse in der Logik
　2. Abschnitt: Die Aufgabe der Logik als einer Theorie des Denkens. Die 

Methoden ihrer Auflösung und die Entscheidung unter denselben
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　4. Abschnitt: Die Kategorien
　5. Abschnitt: Die Denkformen
Sechstes Buch: Die Erkenntnis der geistigen Wirklichkeit und der Zusammen-
hang der Wissenschaften des Geistes

　1. Abschnitt: Der Zweckzusammenhang der Erkenntnis und die Methoden 
der Wissenschaften

　2. Abschnitt: Die Methoden der Naturwissenschaften
　3. Abschnitt: Die Methoden der Geisteswissenschaften
　4. Abschnitt: Die Zergliederung der Gesellschaft und der Geschichte
　5. Abschnitt: Die psychophysische Lebenseinheit
　6. Abschnitt: Die System der Kultur
　7. Abschnitt: Die System der Kultur
　8. Abschnitt: Die äußere Organisation der Gesellschaft. Die Erziehung, die 
Verwaltung etc.

　9. Abschnitt: Universalgeschichte und Pädagogie

２）1883: Einleitung in die Geisteswissenschaften (GS1)
Erster Band
　Erstes einleitendes Buch: Übersicht über den Zusammenhang der Einzelwis-

senschaften des Geistes, in welcher die Notwendigkeit einer Grund-
legenden Wissenschft dargetan wird

　Zweites Buch: Metaphysik als Grundlage der Geisteswissenschaften, ihre 
Herrschaft und ihr Verfall

Nach der Plan (Vorrede S.19f.)
Erster Band
　Erstes Buch: Übersicht über die Einzelwissenschften des Geistes
　Zweites Buch: Geschichte des philosophischen Denkens, das nach festen 

Grundlagen des Wissens sucht.
Zweiter Band
　Drittes Buch: Der geschichtliche Verlauf in das Stadium der Einzelwissen-

schften und der Erkenntnistheorie, und die erkenntnistheoretischen 
Arbeit

　Viertes, fünftes Buch: Die eigene erkenntnistheoretische Grundlegung der 
Geisteswissenschften

３）1883: Die Vorlesung zur Einleitung in die Geisteswissenschaften (GS20, 
S.127―164)

Einleitung in das Studium der Geisteswissenschaften, Rechts- und Staatswis-
senschaften, Theologie und Geschichte
1. Abschnitt: Der Zusammenhang der Geisteswissenschften und die Notwen-
digkeit einer philosophischen Grundlegung derselben

　　§1. ～ §2.
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2. Abschnitt: Geschichte der Begründung der Geisteswissenschften
　　§3. ～ §7.
3. Abschnitt: Enzyklopädie der Geisteswissenschaften
　1. Teil: Die erkenntnistheoretische Grundlegung
　　§1. Der Satz der Phänomenalität
　　§2. 2.Satz: Unsre inneren Zustände sind uns als Realität in objektiver 

Wahrheit gegeben
　　§3. 3.Satz: Die inneren Zustände laufen in einer realen Zeitfolge ab und 

sind in der Selbigkeit des Selbstbewußtseins so zu der Einheit des 
Lebens verbunden

　　§4. 4.Satz: So sicher, als wir uns selbst gegeben sind, ist uns eine von uns 
unabhängige Außenwelt gegeben, innerhalb deren wir durch einen 
Schlußvorgang der Analogie andre Personen konstruiren

　　§5. ～ §7.
　2. Teil: Von der Möglichkeit einer Erkenntnis dieses geistigen Lebens, d.h. 

einer Auffassung des Zusammenhangs der Gesetze
　　§8. ～ §15.

４）ca.1893: Gesamtplan des zweiten Bandes der Einleitung in die Geisteswis-
senschaften. Drittes bis sechstes Buch (GS19, S.296―332)

Drittes Buch: Das Stadium der Erfahrungswissenschaften und der Erkenntnis-
theorie. Das heutige Problem der Geisteswissenschaften

Viertes Buch: Das Leben. Deskriptive und komparative Psychologie
　1. Abschnitt: Die Struktur des Seelenlebens
　2. Abschnitt: Komparative Systematik des Trieb- und Gefühlslebens
　3. Abschnitt: Bewußtsein, Aufmerksamkeit und Entwicklung der Intelligenz 
und die in ihm enthaltene Unerkennbarkeit

　4. Abschnitt: Gemüt und Wille
　5. Abschnitt: Die Entwicklungsgeschichte des Individuums und dessen 
höchste Leistung

Fünftes Buch: Grundlegung der Erkenntnis
　1. Abschnitt: Leben und Erkennen
　2. Abschnitt: Wahrnehmung und Wirklichkeit
　　1. Kapitel. Der Satz der Phänomenalität
　　2. Kapitel. Realität des Selbst
　　3. Kapitel. Realität der Außenwelt
　　4. Kapitel. Objektivität der inneren Erfahrungen
　　5. Kapitel. Das Zeichensystem der Außenwelt
　3. Abschnitt: Denken und Wahrheit
Sechstes Buch: Von der Macht des Menschen durch das Wissen und den 
Grenzen derselben
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２．ショーペンハウアー（１７８８―１８６０）著作年表

　この著作年表は文献表に示す『ショーペンハウアー全集』（Arthur Scho-
penhauer Sämtliche Werke 1―7）に基づいている。年表中の全集巻数は略記
号SWと算用数字をもって示している。

1813
Über die vierfache Wurzel des Satzes vom zureichenden Grunde (Disserta-
tion), 1. Aufl., SW7.

1816
Über das Sehn und die Farben, 1. Aufl. (2. Aufl., 1854) SW1.

1819
Die Welt als Wille und Vorstellung, 1. Auf. (2. Aufl, 1844, 3. Aufl., 1859) 
SW2.

1829
Commentatio Exponens Theoriam Colorum Physiologicam, Eandemque 
primariam, SW1.

1836
Über den Willen in der Natur, selbst besorgte Aufl. (Neuerscheint, 1854) 
SW4.

1837
Preisschrift über die Freiheit des Willens, in: Die beiden Grundprobleme der 
Ethik, 1841, 2. verbesserte und vermerkte Aufl., 1860, SW4.

1839
Preisschrift über die Grundlage der Moral, in: Die beiden Grundprobleme 
der Ethik, 1841, 2. verbesserte und vermerkte Aufl., 1860, SW4.

1841
Die beiden Grundprobleme der Ethik, 1.Aufl. (2. verbesserte und vermerkte 
Aufl., 1860) SW4.

1843
Die Welt als Wille und Vorstellung, Zweiter Band, welcher die Ergänzungen 
zu den vier Büchern des ersten Bandes enthalt, SW3.

1844
Die Welt als Wille und Vorstellung, 2. Aufl. (1. Aufl., 1819, 3. Aufl., 1859) 
SW2.

1847
Über die vierfache Wurzel des Satzes vom zureichenden Grunde, 2. Aufl. 
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(Umarbeitung der Dissertation) SW1.

1851
Parerga und Paralipomena Erster Band, Zweiter Band, SW5, 6.
　Erster Band:

Skitze einer Geschichte der Lehre vom Idealen und Realen
Fragmente zur Geschichte der Philosophie
Über die Universitäts-Philosophie
Transscendente Spekulation über die anscheinende Absichtlichkeit im 
Schicksale des Einzelnen
Versuch über das Geistersehn und was damit zusammenhängt
Aphorismen zur Lebensweisheit

　Zweiter Band:
Vereinzelte, jedoch systematisch geordnete Gedanken über vielerlei Ge-
genstände

1854
Neuerscheinung: 
Über das Sehn und die Farben, 2. Aufl. (1. Aufl., 1816) SW1.
Über den Willen in der Natur, (Selbst besorgte Aufl., 1836) SW4. 

1859
Die Welt als Wille und Vorstellung, 3. Aufl. (1. Aufl., 1819, 2. Aufl., 1844) 
SW2.

1860
Die beiden Grundprobleme der Ethik, 2. verbesserte und vermerkte Aufl. 
(1. Aufl., 1841) SW4.
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３．ディルタイ（１８３３―１９１１）著作年表

　本著作年表は文献表に示す『ディルタイ全集』（Wilhelm Dilthey Gesam-
melte Schriften, 1―21, 23）に基づいている。全集巻数は略記号GSと算用数
字をもって丸括弧内に示している。

1858/68
Vom Aufgang des geschichtlichen Bewußtsein, Jugendaufsätze und Erinne-
rungen (GS11) 

1859/1908
Zur Geistesgeschichte des 19. Jahrhunderts (GS15) 

1859/1874
Aufsätze und Rezentionen aus Zeitungen und Zeitschriften; Zur Geistesge-
schichte des 19. Jahrhunderts (GS16) 

vor 1860 
Anhang: Frühe Aphorismen aus der Berliner Zeit (GS18, S.202―212) 

1864
Versuch einer Analyse des moralischen Bewußtseins (GS6, S.1―55) 

1864/65 Berlin
Absolute und formale Logik. Der Anfang des ersten Logik-Kollegs (GS20, S.1―
18) 

1865/66 Berlin
Grundriß der Logik und des Systems der philosophischen Wissenschaften 
(GS20, S.19―32) 

ab ca.1865/66
Frühe Pläne und Entwürfe (GS18, S.1―16) 

1865/98
Abhandlungen zur Geschichte des deutschen Idealismus (GS4, S.283―575) 

1867 Uni. Basel
1867
Die dichterische und philosophische Bewegung in Deutschland 1770 bis 1800 
(Antrittsvorlesung in Basel 1867) (GS5, S.12―27) 

1867/68
Logik und System der philosophischen Wissenschaften (Basler Logik) (GS20, 
S.33―126) 



資　料

xiii

1867/84
Aus „Westermanns Monatsheften“: Literaturbriefe, Berichte zur Kunstge-
schichte, Verstreute Rezensionen; Zur Geistesgeschichte des 19. Jahrhunderts 
(GS17) 

1868 Uni. Kiel
1870
Leben Schleiermachers, Erster Band (GS13) 
Leben Schleiermachers, Zweiter Band (GS14) 

1871 Uni. Breslau 
ab 1871 
Vorarbeiten zur Abhandlung von 1875 „Über das Studium der Geschichte der 
Wissenschaften vom Menschen, der Gesellschaft und dem Staat“ (GS18, S.17―
37) 

um 1874
Einleitungen zu Untersuchungen über die Geschichte des Naturrechts (GS18, 
S.83―56) 

1874/79
Erkenntnistheoretische Fragmente (GS18, S.186―201) 

1875
Über das Studium der Geschichte der Wissenschaften vom Menschen, der 
Gesellschaft und dem Staat (GS5, S.31―73) 

ca.1875/76
Psychologie (Die Breslauer Vorlesungen zur Psychologie und Anthropologie) 
(GS21, S.1―20) 

um 1876 
Fortsetzungen der Abhandlung von 1875 (GS18, S.57―111) 

1878
Psychologie (Die Breslauer Vorlesungen zur Psychologie und Anthropologie) 
(GS21, S.21―165) 

vor 1880
Frühe Entwürfe zur Erkenntnistheorie und Logik der Geisteswissenschaften 
(GS19, S.1―57) 

ca.1880 
Ausarbeitung der deskriptiven Psychologie (GS18, S.112―185) 
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xiv

ca.1880/1890
Ausarbeitungen zum zweiten Band der Einleitung in die Geisteswissen-
schaften. Viertes bis sechstes Buch (GS19, S.57―295) 

1881
Rezension von Sigwarts „Logik“ (GS19, S.392―397) 

1881/82
Anthropologie und Psychologie als Erfahrungswissenschft (Die Breslauer Vor-
lesungen zur Psychologie und Anthropologie) (GS21, S.166―198) 

1882 Uni. Berlin
Mitte 1882
Erläuterungen zur „Einleitung“. Aus Konzepten zum sogenannten „Althoff-
Brief“ (GS19, S.389―392) 

1883
Einleitung in die Geisteswissenschaften (GS1) 

1883
Die Vorlesung zur Einleitung in die Geisteswissenschaften (GS20, S.127―164) 

1883/84
Psychologie (Die Berliner Psychologie-Vorlesungen der Achtziger Jahre) (GS 
21, S.199―274) 

1885/86 
Logik und Erkenntnistheorie (Berliner Logik von 1885/86) (GS20, S.165―234) 

1885/1905
Der Grundriss der allgemeinen Geschichte der Philosophie (GS22, S.1―160) 

1886
Dichterische Einbildungskraft und Wahnsinn (Rede) (GS6, S.90―102) 

1887
Die Einbildungskraft des Dichters. Bausteine für eine Poetik (GS6, S.103―
241) 
Antrittsrede in der Akademie der Wissenschaften (GS5, S.10f.) 

1888
Über die Möglichkeit einer allgemeingültigen pädagogischen Wissenschaft (GS 
6, S.56―82) 

ca.1888/89
Psychologie als Erfahrungswissenschft (Die Berliner Psychologie-Vorlesungen 
der Achtziger Jahre) (GS21, S.275―327) 
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1890
Schulreformen und Schulstuben (GS6, S.83―89) 
System der Ethik (GS10) 
Beiträge zur Lösung der Frage vom Ursprung unseres Glaubens an die Realität 
der Außenwelt und seinem Recht (GS5, 90―138) 

1891/92
Auffassung und Analyse des Menschen im 15. und 16. Jahrhundert (GS2, S.1―
89) 

1892
Erfahren und Denken. Eine Studie zur erkenntnistheoretischen Logik des 19. 
Jahrhunderts (GS5, S.74―89) 
Die drei Epochen der modernen Ästhetik und ihre heutige Aufgabe (GS6, 
S.242―287) 

1892/93
Das natürliche System der Geisteswissenschaften im 17. Jahrhundert (GS2, 90
―245) 

ca.1892/93
Leben und Erkennen. Ein Entwurf zur erkenntnistheoretischen Logik und 
Kategorienlehre (GS19, S.333―388) 

ca.1893
Gesamtplan des zweiten Bandes der Einleitung in die Geisteswissenschaften. 
Drittes bis sechstes Buch (GS19, S.296―332) 

1893
Die Autonomie des Denkens, der konstruktive Rationalismus und der pantheis-
tische Monismus nach ihrem Zusammenhang im 17. Jahrhundert (GS2, S.246―
296) 
Giordano Bruno (GS2, S.297―311) 

ca.1893/94
Anwendungen der Psychologie auf die Pädagogik (Die Vorlesung über Anwen-
dungen der Psychologie auf die Pädagogik) (GS21, S.329―362) 

1894
Aus der Zeit der Spinoza-Studien Goethes (GS2, S.391―415) 
Geschichte der Pädagogik (GS9, S.11―164) 
Grundlinien eines Systems der Pädagogik (GS9, S.165―231) 
Idee über eine beschreibende und zergliedernde Psychologie (GS5, S.139―
240) 

1895/96
[Über vergleichende Psychologie.] Beiträge zum Studium der Individualität 
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(GS5, S.241―316) 

1899/1903 Berlin
Die Späten Vorlesungen zur Systematik der Philosophie (GS20, S.235―280) 

1900
Der entwicklungsgeschichtliche Pantheismus nach seinem geschichtlichen Zu-
sammenhang mit den Älteren pantheistischen System (GS2, S.312―390) 
Die Entstehung der Hermeneutik (GS5, S.317―338) 
Studien zur Geschichte des deutschen Geistes (GS3) 

1900/ca.1903
Die Berliner Vorlesung zur allgemeinen Geschichte der Philosophie (GS23, 
S.161―350) 

1903
Rede zum 70. Geburtstag (GS5, S.7―9) 

1904
Die Funktion der Anthropologie in der Kultur des 16. und 17. Jahrhunderts. 
(GS2, S.416―492) 

1904/06
Zusätze aus Handschriften; Entwürfe zu einer Vorrede und zu Zusätzen (als 
Dilthey an eine Neuherausgabe der ersten Bandes der „Einleitung in die 
Geisteswissenschaften“) (GS2, S.493―518) 

1905
Die Jugendgeschichte Hegels (GS4, S.1―187.) 
Fragmente aus dem Nachlass (GS4, S.199―282) 

1905
Der Grundriß der allgemeinen Geschichte der Philosophie (GS23, S.1―160) 

1905/9
Studien zur Grundlegung der Geisteswissenschaften (GS7, S.1―75) 
　Erste Studie. Der psychische Strukturzusammenhang (1905) 
　Zweite Studie. Der Strukturzusammenhang des Wissens (1905) 
　Dritte Studie. Die Abgrenzung der Geisteswissenschaften (1909) 

1906
Das Erlebnis und die Dichtung: Lessing, Goethe, Novalis, Hölderlin, 
Leibzig 1906, Leibzig; Berlin; Teubner 4.Aufl. 1913.

1907
Das Wesen der Philosophie (GS5, S.339―416) 

1907/8
Fragmente zur Poetik (GS6, S.313―320) 
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1910 
Der Aufbau der geschichtlichen Welt in der Geisteswissenschaften (GS7, 
S.77―188) 
Plan der Fortsetzung zum Aufbau der geschichtlichen Welt in der Geistes-
wissenschaften. Entwürfe zur Kritik der geschichtlichen Vernunft (GS7, S.189
―291) 

1911
Das Problem der Religion (GS6, S.288―305) 
Vorrede (GS5, S.3―6) 

 (GS8) 
Das geschichtliche Bewußtsein und die Weltanschauungen (GS8, S.1―71) 
Die Typen der Weltanschauung und ihre Ausbildung in den metaphysischen 
Systemen, 1911. (GS8, S.73―118) 
Handschriftliche Zusätze und Ergänzungen der Abhandlung über die Typen 
der Weltanschauung (GS8, S.119―165) 
Zur Weltanschauungslehre (GS8, S.167―235) 
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４．ハイデガー（１８８９―１９７６）著作年表

　以下の年表は文献表に示す『ハイデガー全集』（Martin Heidegger Gesamt-
ausgabe）および単行本として公刊された書に基づいている。また、年表作
成上の略記号は以下の通りである。

SS; Sonmmersemester
WS; Wintersemester
SA; Sonderausgabe
GA; Gesamtausgabe

　なお、現時点で本年表の資料としている巻は以下の通りである。

Bde.1―10, 12―13, 15―22, 24―34, 36/37―46, 47―61, 63―69, 75, 77, 79, 85.

1910/76 (Reden, Zeugnisse) 
Reden und andere Zeugnisse eines Lebensweges, GA16, 2000.

1910 (Beitrag) Am 27. Aug. 
Abraham a Sankta Clara, in: Denkerfahrungen, Klostermann, 1983. Auch in: 
Aus der Erfahrung des Denkens 1910―1976, GA13,1983.

1910/16 (Gedichte) 
Frühe Gedichte, in: Denkerfahrungen, Klostermann, 1983. Auch in: Aus der 
Erfahrung des Denkens 1910―1976, GA13,1983.

1912 (Abhandlung) 
Das Realitätsproblem in der modernen Philosophie, in: Frühe Schriften, GA1, 
1978. 

1912 (Abhandlung) 
Neuere Forschungen über Logik, in: Frühe Schriften (SA) und GA1, 1978. 

1913 (Besprechung) 
Kants Briefe in Auswahl, in: Frühe Schriften (SA) und GA1, 1978. 

1913 (Besprechung) 
Nikolai von Bubnoff, Zeitlichkeit und Zeitlosigkeit, in: Frühe Schriften (SA) 
und GA1, 1978. 

1914 (Besprechung) 
Franz Brentano, Von der Klassifikation der psychischen Phänomene, in: 
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1931/32 (WS) 
Vom Wesen der Wahrheit; Zu Platons Höhlengleichnis und Theätet, GA34, 
1988. 
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―1976, GA13, 1983.

1933/34 (WS) 
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Dichtung, Klostermann, 4., erweiterte Aufl. 1971 (1951). Auch in GA4, 1981.

1936 (SS) 
Schellings Abhandlung über das Wesen der menschlichen Freiheit, 
Niemeyer, 1971. Auch GA42, 1988.
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Der Wille zur Macht als Erkenntnis, in: Nietzsche I (3), Neske, 2. Aufl. (1961). 
Auch GA47, 1989, und in: Nietzsche I, GA6―1, 1996.

1939 (Abhandlung)
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(1954). Auch in GA7, 2000.

1952 (Vortrag)
Moira, in: Vorträge und Aufsätze Teil 3, Neske, 3. Aufl. 1967 (1954). Auch in 
GA7, 2000. 

1953 (Aufsatz)
Die Sprache im Gedicht, in: Unterwegs zur Sprache, Neske, 5. Aufl. 1975. 
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1959 (Vortrag) Am 26. Juli
Hegel und die Griechen, in: Wegmarken (SA) und GA9, 1976.

1959 (Beitrag) Am 26.u. 27. Sep.
Aufzeichnungen aus der Werkstatt, in: Denkerfahrungen, Klostermann, 
1983. Auch in: Aus der Erfahrung des Denkens 1910―1976, GA13, 1983. 

1959/69 (Seminare)
Zollikoner Seminare (1959―1969), in: Zollikoner Seminare. Protokolle-Ge-
spräche-Briefe, Klostermann, 1987. 

1960 (Vortrag) Am 2. Juli
Sprache und Heimat, in: Denkerfahrungen, Klostermann, 1983. Auch in: Aus 
der Erfahrung des Denkens 1910―1976, GA13, 1983.

1961 (Vortrag) Am 17. Mai
Kants These über das Sein, in: Wegmarken (SA) und GA9, 1976.

1961/72 (Gespräche)
Zwiegespräche mit Medard Boss (1961―1972), in: Zollikoner Seminare. Pro-
tokolle-Gespräche- Briefe, Klostermann, 1987. 

1962 (Vortrag) Am 31. Jan.
Zeit und Sein, in: Zur Sache des Denkens, Niemeyer, 1969.

1962 (Beitrag) Juni
Über Igor Strawinsky, in: Denkerfahrungen, Klostermann, 1983. Auch in: 
Aus der Erfahrung des Denkens 1910―1976, GA13, 1983.

1962 (Abhandlung)
Aufenthalte, Klostermann, 1989.

1962/67 (Abhandlung)
Griechenlandreisen (Aufenthalte. 1962, Zu den Inseln der Ägäis. 1967), in: Zu 
Hölderlin - Griechenlandreisen, GA75, 2000.

1963 (Beitrag)
Für René Char, in: Denkerfahrungen, Klostermann, 1983. Auch in: Aus der 
Erfahrung des Denkens 1910―1976, GA13, 1983.



４．ハイデガー著作年表

xxxii

1963 (Beitrag)
Mein Weg in die Phänomenologie, in: Zur Sache des Denkens, Niemeyer, 
1969. 

1963 (Rede)
Vorwort zur Lesung von Hölderlins Gedichten, in GA4, 1981.

1964 (Beitrag) Am 26. Jan.
Adalbert Stifters „Eisgeschichte“, in: Denkerfahrungen, Klostermann, 1983. 
Auch in: Aus der Erfahrung des Denkens 1910―1976, GA13, 1983

1964 (Brief) Am 11. März
Einige Hinweise auf Hauptgesichtspunkte für das theologische Gespräch über 
„Das Problem eines nichtobjektivierenden Denkens und Sprechens in der 
heutigen Theologie“, in: Phänomenologie und Theologie, Klostermann, 
1970. 

1964 (Vortrag)
Das Ende der Philosophie und die Aufgabe des Denkens, in: Zur Sache des 
Denkens, Niemeyer, 1969. Auch in: Wegmarken (SA) und GA9, 1976. 

1965 (Abhandlung) Am 30. Okt.
Zur Frage nach der Bestimmung der Sache des Denkens, Erker, 1984. 

1966 (Beitrag) Herbst
Wink in das Gewesen, in: Denkerfahrungen, Klostermann, 1983. Auch in: 
Aus der Erfahrung des Denkens 1910―1976, GA13, 1983.

1966 (Seminar)
Seminar in Le Thor 1966, in: Vier Seminare, Klostermann. 1977. Auch in: Semi-
nar, GA 15, 1986. 

1966/67 (Seminar)
Heraklit. Seminar Wintersemester 1966/67, Klostermann, 1970. Auch in: 
Seminar, GA 15, 1986. 

1967 (Vortrag) Am 4. April
Die Herkunft der Kunst und die Bestimmung des Denkens, in: Denkerfah-
rungen, Klostermann, 1983. 

1968 (Seminar)
Seminar in Le Thor 1968, in: Vier Seminare, Klostermann, 1977. Auch in: Semi-
nar, GA 15, 1986. 

1968 (Vortrag) Am 25. Aug.
Das Gedicht, in: Erläuterungen zu Hölderlins Dichtung, Klostermann, 4., 
erweiterte Aufl. 1971. Auch in GA4, 1981.
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1969 (Abhandlung)
Die Kunst und der Raum, Erker -Verlag St. Gallen 1969, 2. Aufl. 1983. Auch 
in: Aus der Erfahrung des Denkens 1910―1976, GA13, 1983.

1969 (Beitrag) Am 21. Sep.
Zeichen, in: Denkerfahrungen, Klostermann, 1983. Auch in: Aus der Erfah-
rung des Denkens 1910―1976, GA13, 1983.

1969 (Seminar)
Seminar in Le Thor 1969, in: Vier Seminare, Klostermann, 1977. Auch in: Semi-
nar, GA 15, 1986. 

1970 (Beitrag)
Gedachtes, in: Denkerfahrungen, Klostermann, 1983. Auch in: Aus der Er-
fahrung des Denkens 1910―1976, GA13, 1983.

1970 (Beitrag)
Das Wohnen des Menschen, in: Denkerfahrungen, Klostermann, 1983. Auch 
in: Aus der Erfahrung des Denkens 1910―1976, GA13, 1983.

1972 (Vorwort)
Vorwort zur ersten Ausgabe der „Frühen Schriften“, in: Frühe Schriften (SA) 
und GA1, 1978.

1972 (Beitrag)
Rimbaud, in: Denkerfahrungen, Klostermann, 1983. Auch in: Aus der Erfah-
rung des Denkens 1910―1976, GA13, 1983.

1972 (Beitrag)
Sprache, in: Denkerfahrungen, Klostermann, 1983. Auch in: Aus der Erfah-
rung des Denkens 1910―1976, GA13, 1983

1973 (Handschrift) Jan.
Andenken an Marcelle Mathieu, in: Denkerfahrungen, Klostermann, 1983. 
Auch in: Aus der Erfahrung des Denkens 1910―1976, GA13, 1983

1973 (Seminar)
Seminar in Zähringen 1973, in: Vier Seminare, Klostermann, 1977. Auch in: 
Seminar, GA 15, 1986. 

1974 (Geschenk)
Der Fehl heiliger Namen, in: Denkerfahrungen, Klostermann, 1983. Auch in: 
Aus der Erfahrung des Denkens 1910―1976, GA13, 1983.

1974 (Beitrag) Am 3. Feb.
Fridolin Wiplingers letzter Besuch, in: Denkerfahrungen, Klostermann, 1983. 
Auch in: Aus der Erfahrung des Denkens 1910―1976, GA13, 1983.
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1975 (Beitrag) Dez.
Erhart Kästner zum Gedächtnis, in: Denkerfahrungen, Klostermann, 1983. 
Auch in: Aus der Erfahrung des Denkens 1910―1976, GA13, 1983.

1976 (letzte handschriftliche Äußerung) Am 28. Mai
Grußwort von Martin Heidegger, in: Denkerfahrungen, Klostermann, 1983. 
Auch in: Aus der Erfahrung des Denkens 1910―1976, GA13, 1983.
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